「あなたの お宅の 御主人 は、 面白い 画 をお 描きに なり 

ますね。 嘸おう ちの なか も、 いつもお にぎやかで 面白 

くい らっしゃい ましょう ご 

よう- むか い 

この 様な こと を 私に 向つ て 云う 人が 時 々あります。 

そんな 時 私 は、 

「ええ、 いいえ、 そうで もありません けど ごな どと 表 

面、 あいまいな 返事 をして 置きます が、 心の なかで は、 

何だか その 人が、 大変 見当違いな こと を 云って 居る 様 

にぎ 

な 気がします。 もちろん、 私の 家に も 面白い 時 も賑ゃ 

かな 折 も 随分 あるに はあります。 

お、， おおかた 

けれど、 主人 一 平氏 は 家庭に 於て、 平常、 大方 無口 



か つ なつめ そうせき 

曾て 夏 目漱石 氏の 評された、 氏の 漫画の 特色と する 

あじわ も おもむ 

「苦々 しくない 皮肉」 の 味い を以 つて 徐 ろに 迫ります _ 

それが またな まじな 小言な どより どれほど か 深く 対 者 

ち き 

の 弱点 を 突く のです。 また 氏の 家庭が 氏の 親しい 知己 

か 友人の 来訪に 遇う 時です、 氏が 氏の 漫画 一流の 諷刺 

滑稽 を 続出 風 発させる の は。 そんな 折の 氏の 家庭 こそ 

平常と は 打って 変って 実に 陽気で 愉快です。 その 間な 

ひとあじ じょさい そ 

どに あって、 氏に 一味の 「如才な さ」 が 添います。 こ 

きょしょく あゆ いか 

れは、 決して、 虚飾 や、 阿諛からで はなくて、 如何な 

いちる みち くつ 

る 場合に も 他人に 一 縷の 逃げ路 を 与えて 寛ろ がせる だ 

ぶんぴつ 

けの 余裕 を、 氏の 善良 性が 氏から 分泌させる 自然の 



いんねん き 

であり、 自分に 因縁 深い 方で あると 思い 極めて、 依頼 

の 順序な ど は あまり 頭に 這 入らぬ らしい のです。 

おわ き，？ りい 〈-っ わ 

終りに 氏の 近来の 逸話 を 伝えます。 

氏の 家へ 半月 程 前 の 夕刻 玄関 稼ぎの 盗人が 入り まし 

た。 ふと 気が付いた 家人 は 一 勢に 騒ぎ立て ましたが、 

うしろすがた くらい なが つった 

氏 は 逃げ 行く 盗人の 後 姿 を 見る 位 にし 乍ら 突立 つ 

きつもん 

たま ま 一 歩 も 追おうと はしませんでした。 家人が 詰問 

し ま， tu 7 と 

氏 は 「だって、 あれ だけの 冒険 をして やっと 這 入つ 

とびら てぎわ 

たんだ ぜ、 (盗人 は 三重の 扉 を 手際よ く 明けて 入り ま 

した) あれ 位い の 仕事 じ や (盗人 は 作りた ての 外套に 



て ま 

帽子 をと りました。) まだ 手間に 合うまい よ。 逃がせ 

逃がせ だ ご という 調子です。 氏の この 言葉 は 氏の そ 

の 時の 心理の 一部 を 語る もので しょうが、 一体 は 氏 は 

怖くて 賊が 追えなかった のです。 氏 は 都会つ 子 的な 

上皮の 強がり は 大分あります が なかなか 憶病 でも 

きよわ ざぜん こうあん 

気弱で もあります。 氏が 坐禅の 公案が 通らなくて 師に 

強く 言われて 家へ 帰って来た 時の 顔な ど、 いまにも 泣 

き 出し 相な 小児の 様に 悄気 返った ものです。 以上 不備 

乍ら 課せられた 紙数 を 漸 く 埋めました。 
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